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電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１に示す回路において、端子ｃ－ｄ間に蓄えられる電荷は、（　ア　）マイクロクーロンである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　３５０　　②　４００　　③　５００　　④　６５０　　⑤　７００　　⑥　１，０００　　



[image: image1.wmf]‚d��‚P‚Q‚OV

�}�|‚P

‚b�@��‚QƒÊ‚e

1

‚b�@��‚TƒÊ‚e

2

‚b�@��‚QƒÊ‚e

3

‚b�@��‚RƒÊ‚e

4

‚�

‚‚

‚ƒ

‚„


　（２）　図－２に示す回路において、抵抗Ｒはコイルの損失抵抗ｒに比べて十分小さい無誘導抵抗で、発振器Ｅからの一定電流Ｉによって、一定電圧Ｅ0が端子ａ－ｃ間に発生している。

　　　　　標準可変コンデンサＣｓの値が８０マイクロファラドのときに共振したとすると、コイルＬのインダクタンスは、（　イ　）ミリヘンリーである。

　　　　　ただし、角周波数は５００ラジアン／秒とする。　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　５　　②　１０　　③　２５　　④　５０　　⑤　５００



[image: image2.wmf]‚’��‚P‚O‚Oƒ¶

‚k

�}�|‚Q

‚d

‚q

‚h

‚d�@��‚Q‚O‚OV

0

‚b‚“

‚‚

‚�

‚ƒ


　（３）　電気回路において、回路定数や入力が急に変化すると、回路内では、電流や電圧が変化し、状態がある一定に落ち着くまでに時間がかかる。状態が落ち着くまでの間に起きる現象は、（　ウ　）現象といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　共　鳴　　②　飽　和　　③　過　度　　④　定　在　　⑤　共　振
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	　①　平均値　　②　定格値　　③　皮相値　　④　絶対値　　⑤　実効値


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　半導体結晶をＰＮ接合したダイオードに順方向の電圧を加えると、Ｎ側の電子及びＰ側の正孔は、それぞれＰ側、Ｎ側に注入され、少数キャリアとして結晶内を（　ア　）し、やがて多数キャリアと再結合する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　回　遊　　②　帰　還　　③　増　幅　　④　分　散　　⑤　拡　散


　（２）　図に示すトランジスタ電流帰還バイアス回路において、抵抗値ＲＡは、（　イ　）キロオームである。直流電流増幅率β＝５０、ＩＡ＝１０×ＩＢとする。　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　０．３５　　②　０．４５　　③　０．７５　　④　４．２５　　⑤　７．５０
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　（３）　エミッタ接地形のトランジスタ回路の静特性の一つである（　ウ　）特性は、ベース電流ＩＢを一定に保ったときのコレクタ電流ＩＣとコレクタ～エミッタ間電圧ＶＣＥとの関係を表したものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　入　力　　②　出　力　　③　電流増幅率　　④　電流帰還率　　⑤　周波数


　（４）　印加電圧の上昇に伴って抵抗値が減少する特性を利用して、電話機回路などにおける衝撃音の防止用として用いられる非直線性素子は、（　エ　）といわれる。　　　　　　　　（４点）

	　①　バイアス　　②　バイパス　　③　デコーダ　　④　バリスタ　　⑤　サイリスタ


　（５）　ダイオードを用いた波形整形回路において、入力信号波形から基準電圧の上下を切り取り、中央部の信号の極めて狭い振幅レベル間に入る部分だけを取り出す回路は、（　オ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ベースクリッパ　　②　スライサ　　③　遅延回路

　④　ピーククリッパ　　⑤　フリップフロップ回路


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１の論理回路は、入力ａ及び入力ｂの論理回路と出力ｃの論理レベルとの関係から、（　ア　）の回路に置き換えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　論理和　　②　否定論理和　　③　論理積　　④　否定論理積　　⑤　排他的論理和
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　（２）　次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　イ　）になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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　（３）　図－２の論理回路における入力ａ及び入力ｂの論理レベル（それぞれＡ及びＢ）と出力ｃの論理レベル（Ｃ）との関係式は、Ｃ＝（　ウ　）の論理式で表すことができる。　　（５点）
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　（４）　図－３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶした部分を示す論理式は、（　エ　）で表すことができる。　　　　　　　　　　　　（５点）
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第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１において、電気通信回線への入力電圧が１６０ミリボルト、その伝送損失が１キロメートル当たり（　ア　）デシベル、減衰器の減衰量が２５デシベルのとき、電圧計の読みは、１．２ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び減衰器の入出力インピーダンスは等しく、各部は整合しているものとする。　　　　　　　　　（５点）

	　①　０．８　　②　１．０　　③　１．２　　④　１．４　　⑤　１．６　　⑥　１．８



[image: image12.wmf]”­�UŠí

�}�|‚P

‚P‚T‚j‚�

“d‹C’Ê�M‰ñ�ü

•Ï�¬Ší

Šª�ü”ä

�@‚S�F‚R

Œ¸

�Š

Ší

V

“dˆ³Œv

�I’[’ï�R


　（２）　無限長の線路における入力インピーダンスは、その線路の特性インピーダンス（　イ　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　の逆数である。　　②　の２倍である　　③　の１／２である　　④　と等しい


　（３）　図－２において、Ｂ方向における漏話減衰量は（　ウ　）デシベルである。　　　（５点）

	　①　１０　　②　２０　　③　３０　　④　４０　　⑤　５０　　⑥　１００
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　（４）　伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号ひずみは、（　エ　）ひずみといわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　同　期　　②　位　相　　③　群遅延　　④　減　衰　　⑤　非直線


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　伝送するアナログ信号をＰＷＭ変換した後、その各出力パルスの立下がり点で、一定幅のパルスを得る変調方式は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＰＡＭ　　②　ＰＰＭ　　③　ＰＣＭ　　④　ＰＦＭ　　⑤　ＰＮＭ


　（２）　ＳＴＭが時間位置多重といわれるのに対し、ＡＴＭは、各ＡＴＭセルのヘッダ情報によりＡＴＭセルの識別が行われることから、（　イ　）多重といわれる。　　　　　　　　　（４点）

	　①　同　期　　②　スタッフ　　③　ラベル　　④　符号分割　　⑤　周波数分割


　（３）　アナログ信号をデジタル化して伝送する方式では、アナログ信号の連続量を離散的な値に変換するときに生じる（　ウ　）雑音の発生は避けられない。　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　補　間　　②　伝　送　　③　相互変調　　④　量子化　　⑤　ジッタ


　（４）　ＰＣＭ方式で高い信号周波数まで伝送するためには、信号の（　エ　）必要がある。（４点）

	　①　サンプリング周期を短くする

　②　サンプリング周期を長くする

　③　サンプリング・パルス当たりの符号化ビット数を増加する

　④　サンプリング・パルス当たりの符号化ビット数を減少する


　（５）　光アクセス方式の一つであるＳＴＭ－ＰＤＳ方式に用いられ、１心の光ファイバで双方向伝送を行うために、上り信号と下り信号を時間を分けて交互に伝送する方式は、（　オ　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＴＤＭＡ　　②　ＦＤＭ　　③　ＷＤＭ　　④　ＳＤＭ　　⑤　ＴＣＭ


解答

第１問（ア）①　（イ）④　（ウ）③　（エ）⑤

第２問（ア）⑤　（イ）④　（ウ）②　（エ）④　（オ）②

第３問（ア）②、④　（イ）②　（ウ）②　（エ）③

第４問（ア）②　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）⑤

第５問（ア）②　（イ）③　（ウ）④　（エ）①　（オ）⑤
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